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加西市総合計画審議会委員 加西市のよさ等についてのアンケート結果 

 

問 1 日常生活のなかで、あなたが加西のよさ（愛着・誇り）を感じるのは、どんなことですか。自然、歴史・

文化・祭、町並み、味、人、企業、サークル活動、交通、買い物、行政サービスなど何でもかまいませ

んが、できるだけ具体的なものを、よさを感じる場面や時を思い浮かべてあげてください。（3 つ程度） 

回答者 回答 

① 

・豊かな土地と自然 

・静かで住みやすく都心へのアクセスも悪くない 

・現状維持を好む控え目な人が多い 

② 
・歴史のある街 

・一通りの買い物が市内で完結する 

③ 

・豊かな自然と文化財 

・技術力のある企業 

・質の高い教育と幼年教育、待機児童ゼロ 

・質素で堅実な気風 

・農産物(イチゴ、大根、ジャガイモ、ぶどう)の多彩さ、ハリマ王ニンニク 

④ 

・自然 ―――― 災害が少ない（住み易い）、緑豊かで空気がきれい 

・歴史 ―――― 玉丘古墳、五百羅漢、法華山一乗寺、鎌倉山歩行道 

・文化、祭 ―― 北条節句祭、各秋祭 

・特産品 ――― 山田錦（酒米）、ゴールデンベリーA（ぶどう）、トマト 

・その他 ――― 世界一大きい地球儀時計（ギネス認定） 

⑤ 

（私の実家が、加西市よりかなり田舎なので…） 

・食べに行く所がたくさんある（ランチも飲みにも…） ―→ でも、電車はなく、タクシーも夜

12時までなので、そこは不便でした  ・新婚家賃補助を3年間もらえるのはありがたいです 

・イオン、マックスバリュ、さとう、業務スーパー等たくさん買物する所がある 

・少年野球など、地区・校区ごとにあるのはいいと思います（実家のある町には1チームしかな

かったので） 

・自然が多くのどかな環境がある反面、中心街には、生活に必要な品を購入できる店舗がたくさ

んある 

⑥ 

・気張る事がなく自然の中でゆったり、のんびり生活ができる街 

・家族に地域、自然の中に癒しの場が多い 

・子ども達にとって安心・安全、そして学びやすい環境づくりに、親・地域・行政・学校と協力

して取組んでいる 

⑦ 

・普通の家族の姿がある 

・小地域でのコミュニケーション能力は素晴らしい 

・地域の自然・祭事に自信と誇りを持っている 

⑧ ・自然豊かで星空が美しい 

⑨ 

・北条のよう生活用品が揃う“中心街”と、そこから外れにある田舎での“暮らし”で住み分け

ができること。わたしのような田舎暮らし初心者にとっては住みやすい環境です。 

・加西には地元を愛し活動されている個人や団体がたくさんと感じています。国際的なもの、子

供から高齢者、事業所など様々なジャンルで頑張っておられます。そういった人たちに可能性

を感じています。 

⑩ 

・広報「かさい」で報告されていますが、市が多岐にわたり事業に取り組んでいることが分かり

ます。一層の努力を期待しています。 

・大きな災害や凶悪な事件が少ない平和な市 

・殆どの町で隣保制の仕組みがあり、様々な連絡がゆき届き、また団らんの機会もあり良い仕組

みだと思う。 
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問 2 加西のよさについて、あなたが他市町にお住まいの方から聞いたことには、どんなことがありますか。 

回答者 回答 

① 

・大型商業施設があるのがいい 

・西村書店があるのがうらやましい 

・山陽道・中国道どちらにものりやすい 

② ・加西に本社がある製造業の会社が元気 

③ ・あまり聞かない  あるとすれば質の良い農産物 

④ 
・自然災害の少ない町なので住み易い 

・静かな田舎町なのでのんびりと暮らし易い 

⑤ 

・時給が高い（福崎町の人の意見） 

・ぶどう、お米がおいしい（西脇市の人の意見） 

・土曜保育、夕方まであずけられる事がすごい！（姫路市の人の意見） 

・熱気球が飛んでいるところ（西脇市の人の意見） 

・美容院が多い（神河町の人の意見） 

・荒木商店など、個人商店が多い（福崎町の人の意見） 

・ローカル線の北条鉄道、風情があっていい（西脇市の人の意見） 

・古墳がある所（西脇市の人の意見） 

⑥ 
・夜の星空がすごくきれい 

・お米が美味しい 

⑦ 

・大規模ショッピングセンター「イオンモール加西北条」がある 

・行政・行政サービスの考え方が進んでいる 

・「イオン」大型店もあるが、各地域にも、小さいが、行きやすい小売店がある 

⑧ ―――――――――――――――――――――― 

⑨ 

・私が住んでいる西在田地区に来られた方は、自然がたくさんあって、落ち着ける場所だと喜ん

でくれました。 

また、主体的に活動されている方のところに連れていった際にはコラボをして一緒に企画やプ

ロジェクトを起こしたいと盛り上がりました。 

外国の方に来てもらった時には、日本の四季が感じられる山（小谷城跡）などを喜んでもらい

ました。 

⑩ 

・農業に従事している人からは加西には農業高校、大学の農学部、県の試験場、普及所などがあ

り恵まれている。（地元がもっと利用することが必要） 

・自然に囲まれ昔からの風情が多く残っている。（阪神、関東方面へ移った兄弟より） 

・都会との交流でこられたイギリスやカナダの方が大きなとんど大会を見て感激していた。 

・子ども達の元気なあいさつが実に気持ちが良い。 
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問 3 加西のよさを再発見し、子どもたちをはじめ伝え広めていくにはどんな取組みを進めるとよいと思いま

すか。あなた自身や家族が取組んでいることや学校・団体等の活動等で実施すべきものなど、どんなも

のが考えられますか。 

回答者 回答 

① 

・親や家族、社会が目をかけすぎて子供たちの生きる力が弱っているように思う 

・加西の土や風、水、自然にふれる機会を増やし自分で考え行動できる力をつけてやりたいと思

う 

② 

・教育（学校）と地域との連携が不可欠であるが、小学校区のコミュニティに拘りすぎる為、加

西の魅力という発想になりにくい 

・伝統行事（祭り）等の活性 

③ 
・加西のよさを市民が気づき発信しようとする気持ちが大切 

・加西の歴史・地域史を学習する（大人のみならず子どもも） 

④ 

・地域の中での交流（三世代交流）事業 

・歴史を学ぶ（子供と一緒に名所巡り、ウォークラリー等） 

・食育授業（出前授業：保育所から小学校まで、野菜作りや稲作り） 

⑤ 

（前にあったと聞いたのですが…） 

老人会が、小さな子供達に昔の遊びを教えて下さり、一緒に竹馬などを作ったりしたと聞きま

した。世代関係なく、一緒に楽しい時間が過ごせたら、子供達にはいい経験になると思います。 

※加西市女性団体連絡会の活動で、年 1 回されている子育て応援ネット推進事業の活動、とても

いいと思います。私も最近になり、はじめてそういう活動があることを知りました。知らない

方はたくさんいると思います。掲示だけではなく、もっと発信すれば、参加したいと思う親は

たくさんいると思います。 

⑥ 

・ほどよい田舎で空気もよく地野菜も美味しい 

・生活をする環境は良いので、健康寿命を延ばす事業など、住んで良し！健康に良し！といった

イメージ作りをする。（大谷武一氏の出生の市としても、ラジオ体操や歩くまちづくり条例に

よる歩くことを習慣付ける） 

⑦ 

・取組は、年齢、団体の趣旨により異なると考えますが、人間関係を大切にして世の中のルール

を尊重。積極的にスピード感を持って取り組む 

・「自己実現」から「他者実現」を優先する   ・「身近な地域からの声」を聞き実施する 

・自宅まわりのクリーンキャンペーン（市内・町内） 

⑧ ―――――――――――――――――――――― 

⑨ 

・まずは「加西では何もない」という視点を変える。 

私は市外から人を呼んで、加西の環境で喜んでもらっている姿を地元の方に見てもらう事で、

加西のよさ（誇り）を感じてもらうキッカケをつくっています。 

・誇りに気づいた大人がそれを大切に、また夢を持ち輝いている姿を子供たちに見てもらう、話

を聞いてもらう機会が必要だと思っています。 

寺小屋など、輝く大人と触れる機会を中・高生に作りたいと思っています。 

⑩ 

・北条町以外の小学校は生徒が少なくなった事もあるが、先生方と子ども達一人ひとりとのコミ

ュニケーションが取れている。一層続けてほしい。 

・宇仁地区で今取組んできますが、歴史資料館を開館し小学校高学年の生徒に「宇仁郷ちびっ子

ガイド」を今年の４月よりやってもらう事にしています。八王子神社や古墳、また地域の歴史

について大人も一緒にふり返るのは大切なことと思う。 

・加西市の各地区で協議会等の活動が活発になっているが高齢者が主体となっている。青年や女

性など若者が参加しやすい方策が必要。 
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問 4 「加西といえば〇〇〇」と、端的に一言で言い表すとしたら、いい面、悪い面どちらでも構いませんの

で、あなたはどんな言葉を思いつきますか。 

回答者 回答 

① 
・北条鉄道 ――― 希少価値が高い、他と差がつけられる 

・食べもののインパクトが欲しいところ ―→ 加西市の大根 

② ・ため池 

③ 

・「豊かな自然に歴史や文化が息吹」 

・どこの市町でも同じだが、「人の足を引っぱる」 

・加西市しか見えてない 

④ 

・緑豊かな自然 

・交通の便が悪い 

・ぶどう（ゴールデンベリーA） 

・山田錦（酒米） 

・世界一大きい地球儀時計 

⑤ 

（※たくさんの方に聞いた意見です） 

・加西といえば… 

ぶどう、ねっぴ～がかわいい、ギネスの地球儀、広い、車がないと不便、祭がにぎやか 

⑥ 

（市外の方より） 

・「加西といえばフラワーセンター」（それ以外は何があるか分からない） 

・加西と言えば、目玉がない 

⑦ ・一人ひとりがマイペース！ 

⑧ 
・五百羅漢 

・水道料金が高い 

⑨ 

・「加西といえば 田舎暮らし初心者のまち」 

・「加西といえば 住みわけ（中途半端）がしやすいまち」 

・「加西といえば ものづくりが盛んなまち」 

・「加西といえば 大阪・京都・神戸からアクセスしやすいまち」 

⑩ 

・公共交通を利用する場合「加西へ帰るのは不便」「都会へ行くのは便利」 

・宿泊施設が少ない 

・「加西といえば播州弁」大事に受け継ぎたいもの 
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問 5 若年層や子育て世代など、新しい住民を呼び込むために大切だとあなたが思うことには、どんなことが
ありますか。 

回答者 回答 

① 

・教育は特徴づけて効果を出すにはわりと手っ取り早いと思う。 

例えば、 

1. 加西の中小にかよえばどこよりも英語のコミュニケーション能力がつく―→ なら加西に
すみたい 

2. IT村をつくり、そこで学べるし、起業も出来る ―→ なら住みたい 

3. 農村・山村留学 

4. 年金暮らしの夫婦の最終居住地に選んでもらう 

等々 

② 

・教育の充実（特色ある教育）（学校の統廃合による多彩な教育カリキュラム） 

・医療の充実 

・安心して子供を預けて働ける環境 

③ 

・多様を認める市民性と受け入れ体制 

・都市型風土の醸成 

・特色ある教育の展開 

・施設の再編成と統合よる便利さ、質の向上 

・交通網の整備 

④ 

・賃貸住宅（アパート）の家賃を安くする 

・保育料の引き下げ 

・産婦人科医の開業、小児科医の増加 

・児童館の建設 

・空き家の開放、耕作放棄地の貸与 ―→ 新規就農者への支援 

⑤ 

・来年度からの保育料 5,000 円（4，5 才児）や、新婚家賃補助や、とても素晴らしいと思います。
保育料は特に… でも、市外の人はほとんど知らないと思います。加西市は、どんどんいい制
度ができているのだから、掲示以外にも、もっと情報を発信していく事が、大事だと思います 

・子供を安心して産み育てられる環境（お金の面も含め）が大事だと思います 

⑥ 

・子供が伸び伸びと過ごせる事はもちろんですが、居住地を探す時点で加西市が頭に浮かばない
と出遅れてしまう可能性があると思います 

・若年層・子育て世代に加西を知ってもらい、遊びに来てもらう事も大切かと思います 

・また、面白い歴史を掘り起こしたり、市民が加西市に愛着を持つようにする事も、呼び込む為
には必要かと思います 

⑦ 

・居場所がある、安定した仕事がある ―→ 心が落ち着く 

・自信と誇りを持つ ―→ 積極的に伝える。こうありたい、こうあらねばと思ってもらえるよう
感化していく 

・人間関係を大切にして、ルールに無頓着にならない 

⑧ ・住居の近くに学校     ・病院がある 

⑨ 

「ここに住める」という可能性を感じてもらうこと。⇒安心感 

・仕事･･･やりたいことができる（自己実現）、収入が安定している。 

・家･･･家賃、近所との関係、光熱水費 

・子育てできる環境 

・医療 

・文化、暮らし 

これらを整えて、移住希望者にまとめて見えるようにしてあげること。 

⑩ 

・特別指定区域に新規居住者地を設定してもらいました。若い夫婦が４世帯住む事になりました
が、まだ希望者が 3～4 組あります。用地(田)の面積が大きく分譲、造成などに時間がかかりス
ムーズに進まない。 

・ベルデしもさとの造成方法を考えてもらっていますが、どこの地域にも言えることなので、UJI

ターンがはかどり子ども達を増やす為一刻も早くお願いしたい。 
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問 6 めざす都市像案として提案があった「暮らしにほどよい『便利な田舎』かさい」のあなたの率直な感想

をお聞かせください。修正案や代替案のお考えがあれば、合わせてあげてください。 

回答者 回答 

① 

・上記のフレーズにはなまじ満足してしまっている、あきらめのような感じを受ける 

・「働ける田舎」をめざしたい。農業の市というよりも工業都市として発展していけるきざしが

ある。 

② 
・『便利な田舎』 

他の田舎に比べて、何が便利？？そこがアピール出来なければ響かない 

③ 

・具体的にイメージが湧かない。例えば「暮らしにほどよい」とは、『便利な田舎』とは、人に

よりまた年代層により異なるイメージが持てる。 

・代替案 

『若者かこんでみんなが笑顔』加西 

『最上級の田舎のまち』加西 

④ 

・交通網の不便さから、めざす都市像なのは理解できるが、「便利な田舎」のフレーズは現状と

合わない 

・「住みよい『都会
と か

田舎
い な か

』かさい」 ―→ 漢字にしてふりがなをつける 

⑤ 

・「田舎」という言葉だけで、行きたい！！住みたい！！と思うのは、やっぱり年配の方の方が

多いんじゃないかなぁ…と思います。もともと田舎に住んでいた私が加西に住んで「便利な田

舎」と言われれば、あ～なるほど！！確かに！！と思いますが… 

⑥ 

・都市像のキャッチフレーズとしては、インパクトが少なく、様々なキャッチフレーズの中で普通に

なってしまうと思う 

・加西市の都市像にはピッタリ当てはまると思いますが、もう少し見た時に、気になる、調べたくな

るキャッチフレーズがあれば良いと思う 

・「ちょっとの不便が健康にいい田舎…」 

⑦ 

・暮らしている人たちが、本当に「ほどよい」と思っているのか？ガマンの上の暮らしなのでは？

年代によって答えは違う 

・「活力ある加西」生き生きとしたイメージが良いのではと思います 

⑧ ・北条町については、便利な田舎と言えるかも知れない 

⑨ 

・田舎の機能と街の機能を合わせ持つ都市なので、住みたい人が、好きな機能を組み合わせて住

める（自分なりのライフスタイルを築ける）街を目指せると考えています。（例＝ポートラン

ドのようなコンパクトシティ） 

・「スローライフにはちょうどいい街」 

・「自分なりのライフスタイルを築ける街」 

⑩ ―――――――――――――――――――――― 
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問 7 その他、5 万人都市再生をめざし、魅力あるまちづくりにご意見などがございましたら、ご自由にお書

きください。 

回答者 回答 

① 

・外国人の定住者もこれからは考えていかなければならない重要な案件 

・日本語が不自由な人への生活サポートの充実が大切 

・観光誘致の切り札は、鶉野飛行場跡の整備と観光拠点化 

② 
・人口の見通しの資料で、現実性を持たせ検証が出来るためにも、この先 5 年間の毎年の人口見

通しを作って頂きたい（校区別にもお願いします） 

③ 

・5 万人都市の目標については、目標として掲げることは大きな差が無い。しかし、大家族制で、

かつ冠婚葬祭を家で行っていた時に建てた家は、少人数になった今、家の維持に苦労している。

同じことが加西市にも想定される。人口減が進むと施設の維持に困る時代が来る。加えて集中

化・コンパクト化しないと、交通手段に不便さがある加西市は生活の利便性・快適さが低下す

るとともに、財政力の低下が予想される。 

④ 

・交通の便を良くする（コミュニティバスの増線） 

・インフラ、特に道路と歩道の整備 

・大手企業の誘致（地元雇用の確保） 

・婚活イベントの定期的開催 

⑤ 

（ママさん達に多い意見ですが…） 

・子どもを作るにもお金が問題で、保育園に預けるのも 3 才児まではかなりの高額… 

・正社員ではなかなか雇ってもらえず、パートにしても子供が小さくてたくさん居ればなかなか

雇ってもらえない…。子供の体調によっては当日休みを取らなければいけない時もあるし、早

退しないといけない時もあるし、そういうのを分かった上で雇ってもらえる会社が増えると、

子供を産む人も増えると思います。 

・4，5 才児の保育料 5,000 円本当にありがたいです！！何年たってからでもいいので、3 才児ま

でも、少しでも安くなれば、子供を産む人増えると思います 

⑥ 
・行政からの情報発信もされていますが、「何もない！！」と、イメージがあると思いますので、

魅力になるイメージ作りも必要かと思います 

⑦ 
・補助金に頼りすぎは良くないのでは？ 

・座標軸をしっかりと決定・実行すること 

⑧ ―――――――――――――――――――――― 

⑨ 

・想いを持った方々がたくさんおられるので、そういった方々が本音で考えをすり合わせができ

るような、くだけた雰囲気の場をもっと作っていきたいと考えています。そういった方がつな

がりを持ち協力できれば、必ず良い街「住民が元気な街」になると思います。 

⑩ 

・ふるさと創造会議の方針も各地区で活用されつつあります。それぞれの地区でやってみたい事

はいっぱいあると思いますので、この事業も 5 年間で終了せず老若男女が元気で楽しく暮らせ

る加西市になる施策をお願いします。 

 


